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 一
般
会
計 

歳
入
３
１
０
億
円
余･

歳
出
３

０
０
億
円
余
と
、
前
年
度
よ
り

６
％
程
度
減
少
し
ま
し
た
。 

厳
し
さ
増
す
市
民
生
活 

収
入･
所
得
の
減
少
、
貧
困
化

が
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
い
ま
す
。 

左
表
は
、
決
算
資
料
か
ら
の
抜

粋
で
す
。 

生
活
保
護
受
給
者
の
増
加
や
、

市
民
所
得
の
減
少
（
市
民
全
体
で

マ
イ
ナ
ス
１
２
９
億
円
余
）
な
ど
、

厳
し
い
生
活
状
況
は
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
。 

財
源
は
あ
っ
た 

こ
う
し
た
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、

市
民
生
活
を
守
る
市
の
役
割
が

重
要
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
地
方
交
付
税
が
当

初
予
定
額
よ
り

１２

億
円
増

（
６７
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
増
加
分
を
市
民
生
活
の

た
め
に
支
出
す
る
の
で
は
な
く
、

基
金
か
ら
の
繰
入
や
借
金
を
取

り
や
め
、
借
金
の
繰
上
げ
返
済
に

使
っ
た
の
で
す
。 

大
企
業
優
遇
と
開
発 

そ
の
一
方
で
、
１
億
９
千
万 

円
余
の
工
場
立
地
奨
励
金
、
３
千

５
百
万
円
余
の
産
業
立
地
補
助

金
な
ど
、
大
企
業
へ
の
優
遇
措
置

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
自
然
を
壊
し
て
の
小
笠 

山
山
麓
開
発
、
優
良
農
地
を
壊
し

て
の
国
本
開
発
へ
の
支
出
が
未

だ
続
い
て
い
ま
す
。 

 

   
 

二
つ
の
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
・
第

４
号
）
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

 

第
３
号
は
、
国
の
支

出
金
、
繰
越
金
、
地
方

交
付
税
等
の
決
定
に
よ

り
、
そ
れ
に
基
づ
く
事

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、

基
金
か
ら
の
繰
入
や
予

定
し
て
い
た
借
金
の
取

り
や
め
、
約
３
億
４
千

万
円
を
防
災
関
連
費
用 

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下 

方
針
が
曖
昧
な
な
か
進
め
ら

れ
た
地
域
協
働
バ
ス
、
待
機
児
童

解
消
の
た
め
の
認
証
保
育
園
制

度
、
安
易
な
民
間
委
託
な
ど
に
よ

る
職
員
削
減
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
責
任
を
も
つ
市
の

姿
勢
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

 国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

課
税
標
準
所
得
額
（
一
人
あ
た

り
）
が
、
前
年
度
よ
り
６
万
円
弱

も
減
少
す
る
と
い
う
な
か
、
国
保

税
の
重
税
感
は
、
よ
り
強
い
も
の

と
な
り
、
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

国
の
負
担
を
元
に
戻
す
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
を
増
や
す
な

ど
の
対
策
が
急
務
で
す
。 

前
年
度
に
比
べ
、
国
保
税
が
１

億
２
千
万
円
減
り
、
保
険
給
付
費

は
約
２
億
円
増
え
ま
し
た
が
、
前

年
度
と
変
わ
ら
な
い
財
政
運
営

が
で
き
ま
し
た
。 

そ
の
要
因
は
、
「
一
般
」
で
受 

    

に
充
て
る
も
の
で
す
。 

 

津
波
対
策
と
し
て
施
設
の
整

備
費
や
海
抜
表
示
板
設
置
、
津
波

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
成
な
ど
、

放
射
能
対
策
と
し
て
測
定
器
配

備
や
安
定
ヨ
ウ
素
剤
購
入
、
耐
震

対
策
と
し
て
住
宅
耐
震
性
向
上

事
業
や
液
状
化
ゾ
ー
ニ
ン
グ
マ

ッ
プ
作
成
な
ど
、
そ
の
他
避
難
所
、

自
主
防
災
組
織
、
本
部
や
支
部
組

織
の
強
化
・
改
善
な
ど
で
す
。 

 

一
方
で
、
今
補
正
に
は
大
企
業

優
遇
措
置
と
し
て
工
場
立
地
奨 

診
が
減
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
お

金
の
な
い
方
に
と
っ
て
窓
口
３

割
負
担
は
重
い
も
の
で
す
。 

資
格
証
明
書
の
発
行
と
合
わ

せ
、
医
者
に
か
か
れ
な
い
状
況
を

つ
く
る
こ
と
で
、
国
保
運
営
が
良

く
な
る
と
な
れ
ば
、
健
康
保
険
制

度
と
し
て
本
末
転
倒
で
す
。 

 

水
道
事
業
会
計 

水
道
料
金
の
引
き
上
げ
が
あ

っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
５
千
万
円

余
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

要
因
を
「
段
階
的
に
値
上
が
り
分

を
調
整
す
る
緩
和
措
置
」
の
た
め

と
し
て
い
ま
す
。 

約
８７

％
の
世
帯

が
使
用
す
る
口
径

１３
㎜
で
は
給
水
収

益
が
１
６
０
０
万

円
余
の
増
収
で
す
。
多
く
の
世
帯

が
値
上
げ
と
な
っ
た
の
で
す
。 

本
当
の
要
因
は
、
遠
州
広
域
水

道
か
ら
の
受
水
費
が
、
前
年
度
よ

り
約
２
２
０
０
万
円
増
加
し
た 

   

  

励
金
約
１
億
円
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。 

第
４
号
は
、
台
風
１５
号
に
よ

る
公
共
・
公
用
施
設
の
災
害
復
旧

費
が
お
も
な
も
の
で
す
。 

 

財
政
調
整
基
金
１
億
７
千
５

百
万
円
を
取
り
崩
し
、
道
路
復
旧

費
５
百
万
円
、
文
教
施
設
復
旧
費

１
億
２
千
万
円
、
そ
の
他
公
共
・

公
用
施
設
復
旧
費
２
千
５
百
万

円
、
災
害
見
舞
金
２
千
５
百
万
円

に
支
出
す
る
も
の
で
す
。 

た
め
で
す
。 

受
水
量
は
若
干
増
え
ま
し
た

が
、
そ
の
額
は
３４
万
円
程
度
で

す
。
契
約
水
量
の
増
加
に
よ
る
基

本
料
金
が
増
え
た
の
で
す
。 

契
約
水
量
が
極
端
に
多
い
こ

と
が
問
題
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
空

料
金
」
（
使
用
し
な
い
分
の
基
本

料
金
）
は
、
実
に
１
億
４
千
万
円

を
超
え
て
い
ま
す
。 

遠
州
広
域
水
道
か
ら
の
過
大 

な
契
約
水
量
を
改
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 

 

              

   

  ２１年度 ２２年度 

生活保護世帯（世帯数） 156 176 

生活保護人数（人） 226 260 

生活保護費（千円） 230,388 399,739 

市民の所得額（百万円） 125,498 112,550 

国保課税標準額（1 世帯・円） 1,614,160 1,460,247 

国保課税標準額（1 人・円） 848,497 788,782 

 

９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

市
長
提
案
の
２５
議
案
（
報
告
１
議
案
含
む
）
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
平
成
２３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
、
平 

成
２２
年
度
会
計
決
算
認
定
の
う
ち
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
水
道 

事
業
会
計
、
及
び
歴
史
資
料
館
条
例
の
制
定
の
計
５
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。 
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「
郷
土
資
料
館
」
と
「
歴

史
文
化
館
」
と
い
う
二
つ
の

施
設
を
も
つ
「
歴
史
資
料

館
」
（
建
物
は
な
い
）
が
で

き
ま
す
。 

「
近
藤
記
念
館
」
と
「
浅

羽
記
念
公
園
」
は
「
郷
土
資

料
館
」
に
含
ま
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
諸
施
設
の
位
置

づ
け
や
内
容
が
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
。 

特
に
「
歴
史
文
化
館
」
は
、

名
称
は
大
き
い
の
で
す
が
、

内
容
は
古
文
書
や
浮
世
絵

の
調
査
・
展
示
な
ど
で
す
。 

支
所
庁
舎
利
活
用
の
検

討
と
い
う
経
過
か
ら
し
て

も
、
土
日
休
館
な
ど
施
設
の

管
理
・
運
営
も
独
自
に
で
き

な
い
な
ど
一
人
前
の
施
設

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

お
詫
び
と
訂
正 

 

前
号
（
６
月
議
会
報
告
）
で
、
議

会
推
薦
の
農
業
委
員
会
委
員
を
、

「
竹
原
和
義
氏
」
と
掲
載
し
ま
し
た

が
、
「
寺
井
雄
二
氏
」
の
誤
り
で
し

た
。
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

台
風
１５
号
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


